











































































































































































 写真1  茅葺き屋根に使う「がげ」       写真 2 屋根裏の様子  




























































3.1 住宅整備概況  
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図 2 Eさんの住宅の間取り (筆者作成) 
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分を壊して、水回りと車庫スペースにしている。 
 昭和 30（1955）年頃に屋根を茅葺きから瓦の屋根に変えており、その時2階の増設も行った。
昭和 55（1980）年ごろには子供部屋を作る。その後平成 12（2000）年くらいに出窓やふすま戸、
エアコンなどの内装を変更。昔は水道がなく、共同の池から水を汲んでいた。若山村に水道がつ
いたのは昭和 27～28（1952～53）年頃。かつては桶のお風呂で、「もらい風呂」の習慣があった。 
 
4．考察 
 
農村地区では、都市部とは全く違う独自の進化を遂げており、農村の中でも広間型と田の字型
に分かれているというように、それぞれが地域によって、さらには家庭によって、独自に進化し
ているという事が分かった。つまり、住宅はある程度の類似性をまとめて型に分けることが出来
る一方で、ひとつひとつの家を見てみると全く違う特徴が存在するということになる。それは台
所改善運動といった住宅に関する社会の変化と、地域における産業構造や気候・風習の影響があ
る一方で、個人の就業や家庭環境は異なることから伺えるだろう。家の機能も農業の作業場とし
てや、機場という労働の場所、労働者の宿泊所など様々であった。 
調査地区の中でも囲炉裏をまだ使用している住宅と、使用していない住宅があるというように、
伝統的な間取りは残っていてもそれが実際に機能しているかの違いがあった。他にも、茅葺き屋
根への移行時期、料の間の名称における火宮と経念地区の違いなども挙げられる。 
さらに、昨年度（2011 年度）調査実習の対象地であった隣の三郷地区（出田・広栗・鈴内）と
も違いが存在した。具体的に言うと、間取りの名称が今回の調査地区では「下の間と中の間、座
敷」であるのに対して、三郷地区では「下座敷と中座敷、奥座敷」という名称で呼ばれているの
だ。一般的な間取りの形は同じだが、地域が少し離れるだけで名称にも変化が現れるというのは
驚きである。しかし、これらは地域の独自性のひとつであり、地域のアイデンティティを育むた
めの要素として重要であると思う。 
また、今回は伝統的な間取りから個人宅別に増築・改築する過程を調査行ったのだが、そこに
はいくつかの共通点がみられた。例えば、昔からの田の字型の部分を全面改修している家が少な
く、2階部分や、納屋・蔵だった部分を壊して新たに増築・改築しているのは、多くの家に当ては
まる共通事項であった。その時期やきっかけも、家族のプライバシーの確保や、子供が増えたと
いうような家族環境と、水回りの整備のためというのが多い。水回りの整備には設備の老朽化や、
水道といったインフラの導入とともになされたというのも共通している。 
そして、インフラ整備が行われることで流し・風呂・トイレをまとめて改築するという傾向も
ある。さらに、水回りだけではなく他の設備の新調、住宅部分の増築・改築も同時期に行ってい
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る所も多い。これらの事項を考慮し、時系列の面から見ると、昭和45（1970）年前後に増築・改
築を行い、平成に入ってから再び行うという変遷の流れがあることも分かった。 
以上のことから、現在は個別的な事例として見られているものでも、田の字型といった既にあ
る類型のように、今後は新しく増築・改築した部分も同じく類型化されていくと推測される。  
住宅は住む人に合わせて変わっていくもので、時代を追うごとに変化している。しかし、地域の
「文化」として、同時に地域の伝統的な住宅を伝えていくことも重要である。ただ、伝統的な家
を残すといっても、住人の暮らしの実態がなければそれは「活きた住宅」にはならない。 
したがって、居住実態を住宅の保存のためになくしたり、住宅を全て新築したりするのではな
く、既にある住宅の良さを活かして増築・改築するというのは、伝統的な住宅の継承と住民の住
みやすさの両立を図る上で、有効な手段ではないだろうか。 
 
5．おわりに 
 
この調査を行うに当たって多くの住民の方のお話を伺い、さらには快く住宅を見せて頂くこと
が出来ました。その上、住宅の時系列や間取りといった細かいことでも丁寧に教えて下さり、大
変お世話になりました。 
短い間でしたが、色々な方々と話してみて、現状を知るというのはとても貴重な経験になりま
した。最初は不安と緊張でいっぱいでしたが、地域の方々の優しさに触れて、次第に楽しく調査
することが出来たと思います。やはり文献調査だけで終わるのではなく、実際に地域の方々のお
話しを伺いつつ、住宅そのものを見るというのは、色々な視点から物事を見つめることに繋がり、
大切だと改めて実感しました。 
最後に、このように報告書という形でまとめることが出来たのは、調査に協力して頂いた皆様
のおかげです。本当にありがとうございました。 
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